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The skeleton means not only the physical structures of buildings but also the principle framing of space 
in which various rooms can be organized. A well-designed skeleton systems guarantees the 
sustainability of building both in terms of physical durability and convertibility of use adapting to the 
variation of social needs. This study focuses on the mass-supplied Gründerzeit houses in 19th century, 
as a representative example of sustainable skeleton system, that are often renovated to meet the demands 
in our time. The analysis revealed that the Gründerzeit houses are characterized with the integration of 
dwelling units into the urban structure and with the clear order among the building elements in 
accordance with its function and required durability. These enables the high commonality and 
convertibility. The Gründerzeit architecture provides useful knowledge for sustainable urban housing.  
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１． 研究の目的とその方法 
今日、スケルトンは個別設計の自由度を担保するもの
として捉えられている。しかし、如何に自由度が向上し
たとしても必ずしも建物の時間的な可変性を保証するも
のではないと考える。本研究では歴史的にスケルトンが
どのように捉えられ、時間的な可変要求に対応するため
の空間構造を明らかにする。その好例として 19 世紀に建
てられた Gründerzeit 期の住居群に重点を置く。それら
は改築が多くなされ、現代の住居水準に適応している。
この適応を可能としているスケルトンの仕組みを分析す
ることで次世代の住宅のビルディングタイプを考える契
機となることを目標とする。研究の方法としてスケルト
ンの構成要素を把握するため 
①都市骨格を持つスケルトン 
②用途対応化したスケルトン 
の 2 つの側面から捉え、都市骨格を持つスケルトンの
有用性を考察していく。 
 
２． 都市骨格を持つスケルトン 
（１）Gründerzeit 期の住居を取り巻く状況 
19 世紀後半、ヨーロッパの国々に「Gründerzeit」と
呼ばれる時代が訪れる。それまでのヨーロッパは争いの
絶えない地であり、城壁によって住居域が限定され、都
市を守ることが重要であったとされる。資本主義、合理
主義などのそれまでにない時代精神を持った市民階級の
台頭もあり、機械式の工場、移動手段である交通機関な
どの様々な近代的な技術が導入され産業や経済が急成長
した期間だった。それに応じて人口も増大し城壁が解放
され都市が拡大していき、近代的な都市を形成していく。
人口が急激に増加したことから都市内部の住まいは不足
していた。今までの都市構造から自由になり、都市計画
的側面を持つ住宅の大量供給が短期間で行われた。 
 
 
図 1 ウィーン市内の街並み 
（２）Gründerzeit 期の住居群 
街路に対して共通したファサードと、裏には中庭を持
つ 4,5 階建てという基本構造から成り立つ。構造壁は煉
瓦造で床と屋根は木造で構成される。構造形式、平面計
画は類型化でき、そこに住む個人ごとの要求への対応を
対象としていない。個別の建物として完結するのではな
く全体として建物が集合した時の合理性を求めた。 
 
 
図 2  Gründerzeit 期の住居の基本平面図 
 
（３）Gründerzeit 期の住居を構成する要素 
住居単位が都市を構成するものとして捉え、スケルト
ンを特定の用途に対応させないことが各建物に可変性を
生み、寿命を延ばしたと推測し各要因を述べる。 
a）都市計画による規定 
無秩序な計画により住環境の悪化を避けるために、都
心部から郊外にむけて 5 階建てから 3 階建てへと建物の
高さが段階的に計画されていた。また、新たに敷設され
る街路は可能な限り直線とされ、各建物の計画の基盤と
なるモデュールが確立する。街路の長さに左右されずに
空間の標準化が可能となった。 
b）街区を構成する要素として 
街区を形成する基本構造は街路に対して建物が建ち、
中庭を囲うように配置される。建物の事業主が異なり、
建設時期が異なっていたとしても街区一体で中庭を内包
するという共通ルールは適用されている。 
 
 
図 3 街区を形成する Gründerzeit 期の住居群 
 
c）主従空間の配置 
集合した住宅群は街路と中庭という外部環境を持つ。 
2 つの外部環境から街路側を主な居室にあて、中庭側に
キッチンなどの付属する空間を配置している。中庭より
街路をよい外部空間と捉えていたと推測できる。 
d）設備や階段室の一体的配置 
設備や階段室などは配置次第で居住空間の大きさと平
面計画を拘束してしまう要素である。設備や階段室が一
体的に中庭側に配置、各居住空間の接続部に配置する事
により居住空間の平面形態に影響を与えないように考慮
された。 
e）一方向性の構造壁 
構造壁は街路に対して平行に約5mスパンで3列に配置
される。街路側と中庭側の二つの空間と構造壁のスパン
割は一致する。構造のスパン割と住空間の確保という点
から構造配置が決定された。街路側に一定間隔で設けら
れた開口を持つ構造壁によって生み出される建物内部の
居住空間に差異はなくなり、変化する要素は部屋数のみ
である。 
f）床構造の単純化 
約 5m スパンで配置される構造壁は煉瓦造とされ、床は
木造とされる。床は 900mm 間隔の単純梁で構成される。
構造壁を一次構造とし床が二次構造となることで上階過
重を支える必要がなくなり、各階の間仕切壁の配置によ
る平面計画の融通性を確保した。また、構造が単純化さ
れたことによって Gründerzeit の後期になると鉄骨や多
様な木組みにより床構造の部材の多様化が見られるよう
になる。 
 
 
図 4 木による基本的な床の組み方 
 
g）構造壁と直行する間仕切壁 
間仕切壁は街路と直行方向に配置されることで構造計
画を考慮せずに一区画内での住戸数や住居の大きさを調
整が可能となる。 
h）防火壁と煙突による要素 
中世の都市住宅は妻面が街路に面して街並みを飾った。
隣りの建物と隣接する境界壁付近に暖炉や煙道を配置し
ていたことにより火災が隣地へ延焼しやすかった。それ
に対して Gründerzeit 期の建物は平入とし、妻壁を防火
壁とすることで延焼を防いだ。また、暖炉や煙道を中央
の構造壁に埋設することによって空間の配置計画と一致
させることができ、隣家に対する火災の延焼防止という
目的も同時に果たしていると言える。 
i）敷地に対応する一次構造 
先述した各要素から一定の環境が保証できる空間の型
となる一次構造が導かれる。構造計画、建築計画から複
合的に決められた型は街路から導き出される様々な街区
に対応することができる。 
 
 
図 5 一次構造のタイポロジー 
 
j）用途非対応の空間構造 
前面道路からの往来が多い地上階は店舗などの公共的
な用途として利用され、2 階以上を住居としてしている。
用途を特定しない空間構造を持つことによって融通性を
確保した。また、多様な用途を配置することで、居住環
境の差異に対応させることができた。 
 
３． 用途対応化したスケルトン 
スケルトンは用途対応化させることで時間的な可変性
を持つことが出来なかった。 
（１）産業的要素からなるスケルトン 
政治的な意向によりヨーロッパ各地に工場が建設され
る。それに伴う労働者のための住宅が必要となった。 
a）パネルに依存する空間構成 
住居は床、壁を構成する部材に PC パネルが用いられ、
面で構成される。住宅の大量供給を踏まえて生産合理性
が重要とされた。壁を構成する PC パネルは細かく指定さ
れ共通化される。その組み合わせから構成される 6m 四方
のグリッドの配置により住居単位が決定される。 
 
図 6 パネル構法による住居の構成 
b）住居単位の固定による弊害 
グリッドの連続によって構成される住居群は住居の用
途に合わせて規模が決められ、かつ工場生産の規格から
導き出された。各住居用途に対応した住居単位は人口の
増減に対して住戸数の増減で対応させることしかできな
かった。 
（２）個人的要素からなるスケルトン 
日本では戦後、戸建住宅主導の政策により各々が住宅
を建設することを促進させた。 
a）間取りと構造要素の一致 
畳モデュールは一般的に認知されてきた空間モデルを
作るための共通規範であった。しかし、架構方式を決め
る要因としてのものだったモデュールが間取り配置のた
めの要因と混同される。居住者の要求に応じた間取り配
置から柱位置が決められ、構造壁が付加されることで、
スケルトンと内部空間は一体化する。 
b）構造要素の多方向性 
間取りの大きさと構造材の経済的、構造的合理性から
梁の短辺方向の長さが決定される。つまり、居住空間の
大きさの違いや方向の異なる梁が掛けられることで梁や
小梁などのスケルトンに明確な順序付けがなされなかっ
たと言えよう。 
 
４． さいごに 
歴史的な住居からスケルトンがどのように扱われ、そ
の後の建物の可変性に影響を与えたかを明らかにした。
スケルトンインフィルという概念を持っていなかった
Gründerzeit という時代の建物にスケルトンインフィル
の概念の元となる要素が多く見られ、都市を構成するス
ケールからの人々が利用する居住空間を構成する小さな
スケールに至るまで、建築を構成する要素を段階的な機
能を持つことがわかった。Gründerzeit 期の建築群は特
定の用途に対応させないことで居住者の多様な要求を受
け入れる住居のスケルトンを作り上げたと言えよう。一
方で用途対応化したスケルトンは建築個々に合理性を求
めることに力が注がれている反面、それらが集合したと
きに生み出される建築群の持続可能性に着目されていな
いことは明らかである。また、用途対応したスケルトン
を持つ建築は建設当初に想定された用途は住み手が変わ
ると居住者の多様な要求の変化に対応できなくなる。こ
れらのことからスケルトンの構成方法は持続性に影響を
与えると言える。 
これは現代の建築計画に欠けている側面であり、これ
からの建築計画の在り方への示唆に富むものであると考
える。 
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